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 【写真】
「建物から望むオーシャンビュー」（男鹿市）
写真提供：養護老人ホーム樹園
                           （p.5 職場紹介リレー）

・【職場紹介リレー】樹園養護老人ホーム（男鹿市）
・皆様の善意
いきいき長寿あきた2019
ねんりんピックスポーツ親睦大会参加者を募集します

高齢者総合相談・生活支援センターからのお知らせ
福祉サービス第三者評価～平成30年度受審報告～

「ふくしのしごと総合フェア in 秋田」を開催しました
介護の職場体験　参加者募集中！

平成30年度
秋田県社会福祉協議会事業報告及び決算の概要
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モ
デ
ル
指
定
し
、
多
機
関
と
の
協
働
に

よ
る
包
括
的
な
相
談
窓
口
設
置
に
向

け
、「
連
携
支
援
会
議
」
を
２
回
開
催

し
、
相
談
支
援
体
制
の
整
備
を
図
り
ま

し
た
。

「
権
利
擁
護
支
援
の
体
制
構
築
モ
デ

ル
事
業
」
で
は
、
三
種
町
社
会
福
祉
協

議
会
を
指
定
し
、
弁
護
士
・
司
法
書
士

等
に
よ
る
推
進
委
員
会
や
現
地
指
導
を

通
じ
て
、
町
成
年
後
見
制
度
利
用
促
進

計
画
の
策
定
や
中
核
機
関
の
設
置
に
向

け
た
検
討
を
地
元
行
政
と
と
も
に
行
い

ま
し
た
。

「
社
会
福
祉
法
人
・
施
設
と
社
協
と

の
連
携
に
よ
る
地
域
公
益
活
動
推
進
モ

デ
ル
事
業
」
で
は
、
モ
デ
ル
指
定
し
た

潟
上
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
お
い
て
、

社
会
福
祉
施
設
の
交
流
ス
ペ
ー
ス
を
活

用
し
て
「
い
ろ
ど
り
カ
フ
ェ
つ
ど
ー
れ
」

（
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
住
民
相
互

の
交
流
の
場
・
居
場
所
づ
く
り
）
に
取

り
組
み
、保
育
園
や
公
民
館
な
ど
で
「
出

張
カ
フ
ェ
」
を
開
催
す
る
な
ど
、
事
業

平
成
30
年
度
は
、
平
成
35
年
度
（
令

和
５
年
度
）
ま
で
の
６
年
間
を
計
画
期

間
と
す
る
本
会
の
新
た
な
地
域
福
祉
活

動
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
た
年
度
で
す
。

こ
の
計
画
で
は
、
基
本
理
念
を
、
幅

広
い
関
係
者
と
の
連
携
・
協
働
の
も
と
、

県
民
の
暮
ら
し
の
あ
ら
ゆ
る
困
り
ご
と

を
丸
ご
と
受
け
止
め
る
仕
組
み
づ
く
り

や
他
人
事
を
我
が
事
と
し
て
捉
え
る
取

組
み
を
進
め
、
ぬ
く
も
り
と
笑
顔
あ
ふ

れ
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
す
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、「
地
域
共
生
の
仕

組
み
づ
く
り
」、「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
基

盤
づ
く
り
」、「
組
織
・
経
営
基
盤
の
強

化
」
の
３
点
を
基
本
方
針
と
し
、
本
会

は
こ
の
基
本
方
針
に
沿
っ
て
各
種
事
業

を
実
施
し
ま
し
た
。

事
業
の
中
に
は
、
平
成
30
年
４
月
か

ら
本
会
が
譲
り
受
け
た
、
こ
れ
ま
で
公

益
財
団
法
人
秋
田
県
長
寿
社
会
振
興
財

団
が
行
っ
て
き
た
高
齢
者
対
策
に
関
す

る
事
業
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

地
域
住
民
が
主
体
的
に
地
域
福
祉
活

動
を
展
開
す
る
意
識
の
醸
成
や
、
新
た

に
活
動
に
参
画
す
る
人
材
の
発
掘
・
養

成
な
ど
を
目
的
に
、
県
の
委
託
を
受
け

「
地
域
福
祉
活
動
基
盤
整
備
事
業
」
を
実

施
し
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、「
地
域
福
祉
活
動
参
加

促
進
セ
ミ
ナ
ー
」
を
１
回
（
秋
田
市
）、

「
地
域
福
祉
活
動
ス
タ
ー
ト
人
材
養
成

セ
ミ
ナ
ー
」
を
３
回
（
県
北
・
県
央
・

県
南
）、「
地
域
福
祉
活
動
実
践
講
座
」

を
１
回
（
県
北
）
開
催
し
た
ほ
か
、「
地

域
福
祉
活
動
参
加
促
進
検
討
委
員
会
」

に
お
い
て
地
域
福
祉
の
担
い
手
育
成
や

住
民
参
加
の
方
策
を
検
討
・
整
理
し
、

ポ
イ
ン
ト
を
「
地
域
福
祉
活
動
参
加
促

進
の
手
引
き
」
に
ま
と
め
、
関
係
機
関
・

団
体
に
配
付
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
上
小
阿
仁
村
・
小
坂
町
を

【
基
本
方
針
１
】

　

地
域
共
生
の
仕
組
み
づ
く
り

　
　

―
地
域
福
祉
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
の
推
進
―

【
基
本
方
針
２
】

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
づ
く
り

　

―
働
き
や
す
く
や
り
が
い
の
感
じ
ら
れ
る

　
　
　
　
　

福
祉
の
職
場
づ
く
り
の
推
進
―

の
拡
充
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

地
域
福
祉
推
進
委
員
会
で
は
、
本
県

を
取
り
巻
く
地
域
の
福
祉
課
題
に
関
す

る
各
種
別
協
議
会
や
関
係
福
祉
団
体
か

ら
の
要
望
を
踏
ま
え
、
県
に
政
策
要
望

を
行
う
と
と
も
に
、
県
健
康
福
祉
部
担

当
課
長
等
と
意
見
を
交
換
す
る
場
を
設

け
、
課
題
と
解
決
策
に
つ
い
て
認
識
の

共
有
を
図
り
ま
し
た
。

ま
た
、
地
域
福
祉
活
動
参
加
促
進
検

討
委
員
会
を
設
置
し
、
地
域
福
祉
の
担

い
手
育
成
や
住
民
参
加
の
方
策
を
検

討
・
整
理
し
ま
し
た
。（
再
掲
）

福
祉
保
健
人
材
確
保
事
業
で
は
、
厚

生
労
働
大
臣
の
許
可
に
よ
る
無
料
職
業

紹
介
事
業
を
通
じ
、
紹
介
所
窓
口
の
み

な
ら
ず
、
関
係
機
関
・
団
体
の
主
催
す

る
人
材
確
保
関
連
イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的

に
参
画
し
、
社
会
福
祉
・
介
護
の
業
務

に
従
事
す
る
た
め
の
相
談
・
求
人
登
録
・

平
成
30
年
度
秋
田
県
社
会
福
祉
協
議
会

事
業
報
告
及
び
決
算
の
概
要

地
域
福
祉
活
動
基
盤
整
備
事
業
の
実
施

福
祉
人
材
の
確
保
と
マ
ッ
チ
ン
グ
の
促
進

権
利
擁
護
支
援
の

体
制
構
築
モ
デ
ル
事
業
の
実
施

種
別
協
議
会
・
団
体
と
の
連
携
・
協
働
に

よ
る
地
域
福
祉
推
進
委
員
会
の
機
能
強
化

社
会
福
祉
法
人
・
施
設
と
社
協
の
連
携

に
よ
る
地
域
公
益
活
動
推
進
モ
デ
ル
事

業
の
実
施
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求
職
登
録
・
紹
介
や
資
格
取
得
方
法
に

関
す
る
情
報
提
供
な
ど
、
福
祉
人
材
の

確
保
と
マ
ッ
チ
ン
グ
の
促
進
に
努
め
ま

し
た
。

ま
た
、「
介
護
人
材
確
保
対
策
事
業
」

で
は
、
介
護
人
材
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
県

北
・
中
央
・
県
南
に
各
１
名
配
置
し
、

福
祉
・
介
護
事
業
所
や
学
校
な
ど
の
関

係
機
関
等
を
訪
問
し
て
求
人
・
求
職
の

開
拓
及
び
人
材
確
保
状
況
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
行
い
ま
し
た
。
加
え
て
、
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
の
機
動
力
を
活
か
し
、
県
や
本

会
の
実
施
す
る
各
種
人
材
確
保
関
連

事
業
の
周
知
、
無
資
格
・
未
経
験
者
を

対
象
と
し
た
基
礎
講
習
会
の
県
内
３
地

区
に
お
け
る
実
施
、
そ
の
修
了
者
に
対

す
る
介
護
事
業
所
で
の
実
務
訓
練
の
ア

フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
な
ど
、
多
方
面
に
わ

た
っ
て
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
に
よ
る
事
業
展

開
を
行
い
つ
つ
、
職
業
紹
介
ス
タ
ッ
フ

と
の
連
携
に
よ
る
ス
ム
ー
ズ
な
マ
ッ
チ

ン
グ
に
注
力
し
た
結
果
、
福
祉
・
介
護

事
業
所
へ
の
採
用
実
績
は
前
年
度
を
上

回
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
理
学
療
法
士
の
派
遣
に
よ

る
腰
痛
予
防
講
座
の
実
施
や
専
門
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
（
社
会
保
険
労
務
士
・
中
小

企
業
診
断
士
）
の
派
遣
に
よ
る
職
場
の

労
働
環
境
整
備
の
支
援
、
採
用
力
の
向

上
を
目
的
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
及
び
エ
ル

ダ
ー
・
メ
ン
タ
ー
制
度
導
入
に
向
け
た

セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
な
ど
、
福
祉
・
介
護

事
業
所
を
対
象
と
す
る
各
種
支
援
事
業

を
通
じ
、
福
祉
・
介
護
人
材
の
確
保
支

援
と
職
場
定
着
の
促
進
に
継
続
し
て
努

め
ま
し
た
。

中
長
期
的
な
視
野
に
立
っ
た
人
材
確

保
策
と
し
て
、
福
祉
系
大
学
等
の
教
員

に
よ
る
個
別
面
談
や
事
業
所
見
学
を
行

う
「
高
校
生
福
祉
の
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス
」

や
中
学
生
・
高
校
生
等
を
対
象
に
し
た

「
介
護
の
職
場
体
験
事
業
」
を
引
き
続
き

行
う
と
と
も
に
、
新
た
に
、
中
学
校
の

生
徒
や
保
護
者
、
教
職
員
を
対
象
に
福

祉
の
仕
事
の
魅
力
を
分
か
り
や
す
く
伝

え
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
な
ど
、
福

祉
・
介
護
の
仕
事
に
対
す
る
若
年
層
の

理
解
促
進
及
び
参
入
促
進
を
図
り
ま
し

た
。新

規
事
業
と
し
て
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ

ニ
ア
介
護
職
参
入
促
進
事
業
」、「
潜
在

介
護
福
祉
士
等
再
就
業
支
援
事
業
」
を

実
施
し
、
就
労
意
欲
の
高
い
元
気
な
シ

ニ
ア
世
代
や
、
介
護
福
祉
士
な
ど
の
資

格
を
有
し
な
が
ら
家
庭
の
事
情
等
に
よ

り
離
職
し
た
未
就
業
の
有
資
格
者
等
に

対
し
、
講
座
・
研
修
会
へ
の
参
加
と
介

護
現
場
で
の
職
場
体
験
を
通
じ
、
新
規

就
労
・
再
就
労
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

介
護
福
祉
士
養
成
校
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
、
福
祉
・
介
護
事
業
所
等
の
協
力
の

下
、
介
護
福
祉
士
修
学
資
金
等
貸
付
事

業
（
介
護
福
祉
士
等
修
学
資
金
、
介
護

福
祉
士
実
務
者
研
修
受
講
資
金
、
離
職

介
護
人
材
再
就
職
準
備
金
の
貸
付
け
）

を
実
施
し
、
福
祉
・
介
護
人
材
の
確
保

や
再
就
労
支
援
等
に
努
め
ま
し
た
。

特
に
、
介
護
福
祉
士
等
修
学
資
金
に

つ
い
て
は
、
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上

と
早
期
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
目
的
と

し
て
、
全
国
に
先
駆
け
て
高
校
在
学
中

か
ら
の
利
用
申
し
込
み
及
び
卒
業
前
の

貸
付
け
を
行
う
仕
組
み
を
構
築
し
、
実

績
増
に
繋
が
り
ま
し
た
。

ま
た
、
県
内
外
の
保
育
士
養
成
施
設

に
在
学
す
る
学
生
を
対
象
に
保
育
士
修

学
資
金
貸
付
事
業
を
実
施
し
、
保
育
士

資
格
の
新
規
取
得
と
県
内
の
保
育
士
の

確
保
に
努
め
、
貸
付
け
の
実
績
は
昨
年

度
を
上
回
り
ま
し
た
。

福
祉
保
健
研
修
事
業
で
は
、
経
験
年

数
に
基
づ
く
階
層
別
研
修
や
職
域
研
修

な
ど
、
全
17
コ
ー
ス
（
25
回
／
延
べ
開

催
日
数
40
日
）
の
研
修
を
実
施
し
ま
し

た
。福

祉
保
健
従
事
者
に
求
め
ら
れ
る
資

質
や
専
門
性
の
向
上
、
相
談
・
援
助
等

の
専
門
職
と
し
て
必
要
な
知
識
・
技
術

の
習
得
を
図
る
と
と
も
に
、
平
成
30
年

度
か
ら
は
、
福
祉
施
設
・
事
業
所
等
で

働
く
職
員
の
定
着
・
育
成
を
目
指
し
「
福

祉
職
員
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
対
応
生
涯
研
修

課
程
管
理
職
員
コ
ー
ス
、
チ
ー
ム
リ
ー

ダ
ー
コ
ー
ス
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

自
主
企
画
研
修
事
業
で
は
、
多
く
の

要
望
に
対
応
し
て
介
護
技
術
に
関
す
る

研
修
を
実
施
し
た
ほ
か
、
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
研
修
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研

修
を
新
た
に
実
施
す
る
な
ど
、
企
画
、

内
容
の
充
実
に
努
め
ま
し
た
。

ま
た
、
介
護
職
員
等
に
よ
る
た
ん
の

吸
引
等
研
修
事
業
で
は
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
等
の
施
設
及
び
居
宅
に
お
い

て
、
安
全
に
た
ん
の
吸
引
等
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
よ
う
研
修
を
実
施
し
ま
し

た
。さ

ら
に
、
介
護
支
援
専
門
員
養
成
事

業
で
は
、
介
護
支
援
専
門
員
の
養
成
及

福
祉
保
健
従
事
者
研
修
の
充
実

介
護
福
祉
士
修
学
資
金
等
貸
付
事
業
・

保
育
士
修
学
資
金
貸
付
事
業
の
実
施

福
祉
の
仕
事
に
関
す
る

中
学
生
・
高
校
生
の
理
解
促
進

ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
介
護
職
参
入
促
進

事
業
・
潜
在
介
護
福
祉
士
再
就
業
促
進

事
業
の
実
施
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び
確
保
の
た
め
実
務
研
修
受
講
試
験
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
実
務
研
修
、
現

任
研
修
等
を
行
い
介
護
支
援
専
門
員
の

資
質
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

社
会
福
祉
法
人
に
限
定
せ
ず
に
事
業

所
の
加
入
促
進
に
努
め
、
賛
助
会
員
３

か
所
、
一
般
会
員
８
か
所
を
新
規
に
会

員
と
し
て
迎
え
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
広
報
「
社
会
福
祉
あ
き
た
」
や

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
に
よ
り
情
報
を
提
供

し
た
ほ
か
、
本
会
の
自
主
企
画
研
修
の

受
講
料
や
第
三
者
評
価
の
受
審
料
の
割

引
を
行
い
、
会
員
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に

努
め
ま
し
た
。

ま
た
、
自
主
財
源
の
確
保
に
向
け
、

火
災
共
済
や
自
動
車
共
済
、
が
ん
保
険

の
加
入
促
進
の
ほ
か
、
自
動
車
リ
ー
ス

の
促
進
、
常
備
薬
の
斡
旋
な
ど
を
進
め

ま
し
た
。

社
会
福
祉
会
館
の
管
理
・
運
営
に
つ

い
て
は
、
利
用
者
の
開
拓
・
利
用
促
進

に
努
め
た
結
果
、
新
規
の
大
口
利
用
者

が
約
10
件
増
加
し
、
ほ
ぼ
予
算
ど
お
り

の
利
用
料
収
入
を
確
保
し
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
10
月
か
ら
、
新
た
に
８

階
合
同
研
修
室
及
び
調
理
実
習
室
の
有

料
貸
出
し
を
開
始
し
、
そ
れ
ぞ
れ
33
件

１
，
４
０
２
名
、
８
件
２
３
４
名
の
利

用
が
あ
り
ま
し
た
。

利
用
者
の
安
全
確
保
に
向
け
体
育
館

吊
天
井
の
耐
震
化
工
事
を
実
施
し
た
ほ

か
、
県
と
連
携
し
て
社
会
福
祉
会
館
の

老
朽
化
へ
の
対
応
を
行
い
ま
し
た
。

更
に
、
障
害
者
施
設
の
製
品
の
出
店

販
売
や
作
品
展
示
会
へ
の
ホ
ー
ル
開

放
、竿
灯
ま
つ
り
期
間
に
合
わ
せ
た
「
会

館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
の
実
施
等
、
会

館
の
施
設
機
能
を
活
か
し
た
多
彩
な
事

業
を
企
画
・
実
施
す
る
と
と
も
に
、
事

業
を
実
施
す
る
際
に
は
会
館
支
援
サ

ポ
ー
タ
ー
か
ら
協
力
を
得
る
な
ど
、
県

民
に
親
し
ま
れ
る
会
館
を
目
指
し
た
運

営
に
努
め
ま
し
た
。

【
基
本
方
針
３
】

　

組
織
・
経
営
基
盤
の
強
化

会
員
制
度
の
周
知
と
会
員
拡
大
・
会
員

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
多
様
な
自
主
財
源

確
保
の
拡
充

秋
田
県
社
会
福
祉
会
館
利
用
者
の
拡
大

区分 科目 金額 科目 金額

会費収益 44,302,000 人件費 266,396,730

寄附金収益 111,566,729 事業費 249,293,175

補助金収益 199,360,340 事務費 7,144,572

助成金収益 2,048,200 分担金費用 1,443,000

受託金収益 255,067,594 助成金費用 8,492,402

事業収益 97,633,409 負担金費用 3,292,000

負担金収益 17,442,876 減価償却費用 1,236,260

その他の収益 1,995,680 国庫補助金等特別積立金取崩額 △ 66,540,645

その他の費用 38,777,223

事業活動収益計（1） 729,416,828 サ－ビス活動費用計（2） 509,534,717

219,882,111

受取利息配当金収益 3,977,809 その他のサービス活動外費用 200,000

その他のサ－ビス活動外収益 3,792,478

サ－ビス活動外収益計（4） 7,770,287 サ－ビス活動外費用計（5） 200,000

7,570,287

227,452,398

固定資産受贈益 70,790 国庫補助金等特別積立金積立額 47,227,000

生活福祉資金会計繰入金収益 591,096 事業区分間繰入金費用 4,153,566

事業区分間繰入金収益 4,153,566 拠点区分間繰入金費用 102,893,382

拠点区分間繰入金収益 102,893,382 サービス区分間繰入金費用 4,967,486

サービス区分間繰入金収益 4,967,486

その他の特別収益 2,294,632

特別収益計（8） 114,970,952 特別支出計（9） 159,241,434

△ 44,270,482

183,181,916

284,648,332

467,830,248

467,830,248

（単位：円）

一般会計　事業活動計算書
（自）平成30年4月1日　　（至）平成31年3月31日

繰
越
活
動
増
減
差

額
の
部

前期繰越活動増減差額（12）

当期末繰越活動増減差額（13）＝（11）+（12）

次期繰越活動増減差額

サ

ビ
ス
活
動
外
増
減

の
部

事業活動外収支差額（6）＝（4）-（5）

経常収支差額（7）＝（3）+（6）

特
別
増
減
の
部

特別増減差額（10）＝（8）-（9）

当期活動増減差額（11）＝（7）+（10）

サ

ビ
ス
活
動
増
減
の
部

サ－ビス活動増減差額（3）＝（1）-（2）

収入 支出

672,962,257 42,268,453

619,363,403 31,327,357

196,015 726,020

52,401,579 拠点区分間借入金 1,000,000

0 仮  受  金 5,076

1,260 9,210,000

0 2.固定負債 196,573,691

0 事業区分間長期借入金 4,252,324

1,000,000 退職給付引当金 192,321,367

979,423,877 238,842,144

3,000,000

基本財産特定預金 3,000,000

976,423,877 1.基本金 3,000,000

車輌運搬具 2,238,433 基本金 3,000,000

器具及び備品 5,834,684 2.基金 30,000,000

ソフトウェア 960,002 災害ボランティア基金積立金 30,000,000

収益事業会計元入金 4,126,166 3.国庫補助金等特別積立金 643,213,742

貸付事業資金貸付金 388,196,916 国庫補助金等特別積立金 643,213,742

返還対象貸付金 7,578,320 4.その他の積立金 269,500,000

退職手当預け金 160,163,947 15,000,000

長期預り金積立資産 19,260 254,500,000

基金積立資産 235,000,000 5.次期繰越活動収支差額 467,830,248

事業振興準備積立金 53,500,000 467,830,248
災害ボランティア基金
積立資産 30,000,000 183,181,916
長寿社会振興基金積
立資産 88,806,149 1,413,543,990

1,652,386,134 1,652,386,134資産の部合計 負債及び純資産の部合計

負債の部合計

その他の固定資産

事業振興準備積立金

その他の積立金

（純資産の部）

次期繰越活動収支差額

（うち当期活動増減差額）

純資産の部合計

2.固定資産

一般会計　貸借対照表
平成31年3月31日現在

（単位：円）

（資産の部） （負債の部）

賞与引当金

1.流動資産

基本財産

1.流動負債

現金預金 未　払　費　用

未　収　金 預　り　金

未収補助金

未収収益

拠点区分間貸付金

立　替　金

前　払　金

事業区分間貸付金
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当
養
護
老
人
ホ
ー
ム
樹
園
は
、
昭
和
44
年
に

市
内
の
高
齢
者
福
祉
施
設
で
は
最
も
早
く
定
員

50
名
で
開
設
し
ま
し
た
。

建
物
か
ら
望
む
オ
ー
シ
ャ
ン
ビ
ュ
ー
、
対
岸

に
は
火
力
発
電
所
・
秋
田
港
、
晴
天
の
日
に
は

鳥
海
山
、
寒
風
山
、
後
方
に
は
男
鹿
真
山
を
眺

望
で
き
、
四
季
を
通
じ
そ
の
季
節
を
体
感
し
て

い
た
だ
く
に
最
も
閑
静
な
、
自
然
に
囲
ま
れ
た

場
所
で
す
。

平
成
７
年
に
建
物
の
老
朽
化
に
伴
う
全
面
改

築
を
実
施
し
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
３
階
建
て

と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。
平
屋
建
て

か
ら
３
階
建
て
と
な
っ
た
こ
と
で
、
当
時
の
施

設
で
は
珍
し
く
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
設
置
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
文
明
の
利
器
に
馴
染
ま
な
い

お
年
寄
り
は
階
段
に
も
慣
れ
ず
、
気
が
付
け
ば

階
段
を
後
ろ
向
き
に
降
り
て
来
る
方
も
い
ま
し

た
。革

新
的
な
建
物
へ
変
わ
る
最
中
に
私
が
採
用

さ
れ
て
か
ら
早
〇
〇
年
。
年
月
は
経
ち
、
入
居

者
の
Ａ
Ｄ
Ｌ
も
低
下
し
、
新
品
だ
っ
た
備
品
、

設
備
も
老
朽
化
の
た
め
補
修
を
加
え
た
ほ
か
、

特
浴
や
リ
フ
ト
車
の
導
入
、
ト
イ
レ
の
セ
ン

サ
ー
付
き
ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
化
等
に
よ
り
、
20

年
以
上
前
に
比
べ
生
活
し
や
す
い
状
態
に
な
っ

て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

施
設
の
設
備
だ
け
が
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
っ

て
い
く
の
で
は
な
く
、
自
分
達
も
新
し
い
入
居

者
や
利
用
者
の
変
化
に
合
わ
せ
た
柔
軟
な
対
応

力
を
持
ち
、
新
た
な
令
和
の
時
代
を
歩
ん
で
い

け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

今
年
は
開
設
50
周
年
の
節
目
で
す
。
ひ
と
こ

と
に
50
年
と
言
っ
て
も
、
生
活
の
場
と
し
て

１
８
，
２
５
０
日
休
む
こ
と
な
く
歩
み
続
け
て

き
た
50
年
、
こ
の
歩
み
を
後
世
に
繋
げ
、
新
し

い
時
代
に
合
っ
た
取
組
み
を
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
樹
園
か
ら
眺
め
る
日
本
海
を
見
学

し
な
が
ら
、「
ま
ん
ず
、
一
服
し
に
来
て
く
だ

さ
い
。」

25

樹
園
養
護
老
人
ホ
ー
ム　
　
　
　
　
　
　
　

生
活
相
談
員　

平　

川　
　
　

梢

今
年
で
50
才
を
迎
え
ま
す

皆

様

の

善

意

【
令
和
元
年
５
月
１
日
～

７
月
31
日
現
在
】

◎
ご
寄
附
◎

○
表
千
家
同
門
会
秋
田
県
支
部　

様

３
４
，
８
６
２
円

○
秋
田
県
大
衆
音
楽
協
会　

様

１
０
，
０
０
０
円

◎
災
害
遺
児
愛
護
基
金
事
業
へ
の

ご
寄
附
◎

○
秋
田
市
佛
教
会　

様

　
　
　
　
　
　
　

３
０
，
５
０
０
円

○
秋
田
県
合
板
産
業
連
合
会　

様

　
　
　
　
　
　

３
３
９
，
７
６
１
円

○
秋
田
県
軽
自
動
車
協
会　

様

　
　
　
　
　
　

３
２
，
８
０
０
円

　
善
意
の
募
集
に
つ
い
て

　

県
民
の
皆
様
、
各
企
業
・
各
種
団

体
様
か
ら
の
社
会
福
祉
へ
の
ご
寄
附

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

問
合
せ
先　

総
務
企
画
部

℡（
０
１
８
）８
６
４
‐
２
７
１
１

（写真）
入居者の皆さんと、開設 50 周年の
「50」の人文字にチャレンジしてみました。
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い
き
い
き
長
寿
あ
き
た
２
０
１
９
ね
ん

り
ん
ピ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
親
睦
大
会
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。
こ
の
大
会
は
、
ス

ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
文
化
活

動
を
通
じ
て
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
と
健

康
づ
く
り
を
促
進
し
、
福
祉
に
関
す
る
県

民
の
意
識
を
高
め
る
と
と
も
に
、地
域
間
、

世
代
間
の
交
流
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
明

る
く
活
力
と
う
る
お
い
の
あ
る
長
寿
社
会

の
実
現
を
め
ざ
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

〇
主
催　

秋
田
県
社
会
福
祉
協
議
会
・

　
　

い
き
い
き
長
寿
あ
き
た
２
０
１
９
ね

　
　

ん
り
ん
ピ
ッ
ク
実
行
委
員
会

〇
共
催　

秋
田
県

〇
主
管　

各
種
目
の
競
技
団
体

〇
参
加
資
格　

55
歳
以
上
（
一
部
種
目

　
　

を
除
く
）
の
県
内
在
住
の
方

〇
締
切　

各
種
目
の
開
催
日
の
２
週
間

　
　

前
ま
で
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

 

申
込
・
資
料
請
求

 

生
き
が
い
・
健
康
づ
く
り
担
当

 

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
０
１
８
）８
２
４-

２
８
８
８

 

Ｆ
Ａ
Ｘ（
０
１
８
）８
６
４-

２
７
４
２

い
き
い
き
長
寿
あ
き
た
２
０
１
９

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
親
睦
大
会

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

種　目 開催日 開催会場 参加費

太極拳 ９月　８日（日 ) 中央シルバーエリア体育館 1 チーム 5,000 円

将棋 ９月　８日（日 ) 秋田県社会福祉会館 1 人 1,500 円※

健康マージャン ９月　８日（日 ) 秋田市雀荘ひがし 1 人 1,500 円※

ソフトテニス ９月１２日（木 ) 秋田県立中央公園テニスコート 1 組  2,000 円

ゲートボール ９月１３日（金） 八橋健康広場 1 チーム 3,000 円

剣道 ９月１４日（土） 秋田県立武道館剣道場 1 人  1,000 円

囲碁 ９月１４日（土） 秋田県社会福祉会館 1 人 1,500 円※

グラウンド・ゴルフ（県北） ９月１８日（水） ニプロハチ公ドーム 1 組  2,000 円

テニス ９月２６日（木） 秋田県立中央公園テニスコート 1 人  1,000 円

グラウンド・ゴルフ（県南） １０月　７日（月） 美郷町千畑大台野広場 1 組  2,000 円

パークゴルフ １０月１０日（木） ジュネス栗駒パークゴルフ場 1 人  1,000 円

シャフルボード １０月２３日（水） 中央シルバーエリア体育館 1 チーム 2,000 円

ミニテニス １１月２０日（水） ＣＮＡアリーナ★あきた 1 組  2,000 円

グラウンド・ゴルフ（中央） １１月２１日（木） 秋田県立中央公園スカイドーム 1 チーム 2,000 円

ソフトバレーボール １１月２４日（日） 中央シルバーエリア体育館 1 チーム 4,000 円

スマイルボウリング １２月　４日（水） 中央シルバーエリア体育館 1 チーム 2,000 円

卓球 １２月　８日（日） 秋田テルサ体育館 1 人  1,000 円

ニチレクボール １月２９日（水） 中央シルバーエリア体育館 1 チーム 1,000 円

ダンススポーツ ２月１６日（日） 秋田市役所センタース多目的ホール １区分１組 500 円

ソフトボール 調整中 調整中 1 チーム 5,000 円

ペタンク 　　　終了しました ７月１７日（水） 秋田市茨島多目的グラウンド 1 チーム 2,000 円

弓道　　　　　 終了しました ８月　３日（土） 秋田県立武道館弓道場 1 人  1,000 円

※昼食代含む

昨年度の大会の様子
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◎
相
談
に
つ
い
て
◎

セ
ン
タ
ー
で
は
、
高
齢
者
や
そ
の
ご
家

族
が
抱
え
る
悩
み
や
心
配
ご
と
な
ど
に
関

す
る
様
々
な
相
談
に
応
じ
、
解
決
の
お
手

伝
い
を
し
ま
す
。

☆
専
門
相
談
の
ご
案
内

●
法
律
相
談

　

遺
産
相
続
や
金
銭
ト
ラ
ブ
ル
、
消
費

者
被
害
等
の
相
談
を
弁
護
士
が
担
当

●
人
生
相
談

　

家
庭
問
題
、
人
間
関
係
、
生
き
が
い

に
つ
い
て
の
相
談
を
学
識
経
験
者
が

担
当

●
権
利
擁
護
相
談

　

高
齢
者
虐
待
防
止
、
消
費
者
被
害
、

成
年
後
見
制
度
利
用
等
に
つ
い
て
の

相
談
を
専
門
家
が
担
当

☆
一
般
相
談
の
ご
案
内

平
日
９
時
か
ら
17
時
ま
で
、
セ
ン
タ
ー

の
相
談
員
が
、
来
所
又
は
電
話
に
よ
り
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
。

　

電　

話 （
０
１
８
）８
２
４-

４
１
６
５

◎
講
座
や
研
修
に
つ
い
て
◎

セ
ン
タ
ー
で
は
、介
護
に
関
す
る
知
識
・

技
術
の
普
及
を
図
る
た
め
に
、
研
修
や
講

座
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

一
般
の
方
向
け

☆
県
民
介
護
講
座

「
自
分
の
口
で
食
べ
て
健
康
寿
命
を
延

ば
そ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、
ミ
ニ
講
座
を
開

催
し
て
い
ま
す
。各
回
の
内
容
と
講
師
は
、

下
記
の
と
お
り
で
す
。

注
１　

サ
ポ
ー
ト
・
サ
ー
ビ
ス
と
は
？

　

入
院
や
入
居
の
際
の
身
元
保
証
、
身
の

回
り
の
整
理
な
ど
、
介
護
保
険
制
度
や
成

年
後
見
制
度
利
用
以
外
の
支
援
サ
ー
ビ
ス

を
指
し
ま
す
。

注
２　

フ
ァ
イ
ブ
・
コ
グ
検
査
と
は
？

　

現
時
点
の
認
知
機
能
の
状
態
の
検
査

で
、
半
年
ご
と
な
ど
、
一
定
の
期
間
を
お

い
て
受
け
る
こ
と
で
、
認
知
機
能
の
低
下

予
防
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

☆
「
福
祉
用
具
に
ふ
れ
て
み
よ
う
」
講
座

　

高
齢
者
や
ご
家
族
の
生
活
支
援
に
役
立

つ
福
祉
用
具
の
見
学
が
で
き
、
活
用
方
法

を
ご
説
明
し
ま
す
。

開　

催　

随
時
（
事
前
予
約
が
必
要
）

対　

象　

各
種
団
体
・
学
校
な
ど
、　

　
　
　

ど
な
た
で
も
５
名
様
以
上

費　

用　

実
費
（
高
齢
者
疑
似
体
験

　
　
　

を
伴
う
場
合
の
耳
栓
代
な
ど
）

☆
高
齢
者
疑
似
体
験

　

耳
栓
や
特
殊
眼
鏡
、
手
足
の
重
り
な
ど

を
装
着
し
て
、
80
歳
く
ら
い
の
高
齢
に

な
っ
た
時
の
身
体
機
能
の
低
下
や
心
理
的

な
変
化
を
疑
似
的
に
体
験
し
ま
す
。

開　

催　

随
時
（
事
前
予
約
が
必
要
）

対　

象　

小
学
生
／
中
・
高
生
、
社

　
　
　

会
人
な
ど
。
定
員
は
応
相
談
。

費　

用　

実
費
（
耳
栓
代
等
） 　
　
　

　
　

 

専
門
職
向
け
の
研
修
も
実
施
中

☆
訪
問
介
護
員
の
人
材
育
成
に
お
け

る
基
本
研
修

☆
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者

研
修

☆
介
護
施
設
等
看
護
実
務
者
研
修

☆
高
齢
者
虐
待
防
止
セ
ミ
ナ
ー

　
（
施
設
編
）（
居
宅
編
）

☆
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
活
動

　

支
援
研
修
会

電　

話　
（
０
１
８
）８
２
４-

２
７
７
７

法律相談

8/ 6 (火) 8/20 (火)

9/10 (火) 9/24 (火)

10/ 1 (火) 10/15 (火)

人生相談

 8/ 7 (水)

 9/ 4 (水)

10/ 2 (水)

権利擁護相談

 8/22 (木)

 9/19 (木)

10/17 (木)

時　間：13 時から 16 時まで
相談料：無料（予約が必要）
申込先：（018）824-4165

時　間：13 時 30 分から 15 時 30 分まで　受講料：無料 ( 申込必要 )
会　場：社会福祉会館 研修室     申込先：（018）824-2777

専門相談日程 (8月～10月)

県民介護講座「自分の口で食べて健康寿命を延ばそう」

日　程 内　 容 講　師

8/28 (水) 口腔ケア 歯科衛生士

9/25 (水)
バランスの良い食事に関す
るワンポイントアドバイス

栄養士

10/29 (火) 食事介助の方法 秋田食介護研究会会員

11/27 (水)
サポート・サービス(注1)
ファイブ・コグ検査(注2)

社会福祉士
認知症予防サポーター

高
齢
者
総
合
相
談
・
生
活
支
援

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ
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■
障
害
児
入
所
施
設

　

特
に
評
価
の
高
い
点

子
ど
も
た
ち
が
将
来
、
地
域
で
生
活
で

き
る
よ
う
に
、
自
己
選
択
、
自
己
決
定
を

尊
重
し
た
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
に
合
っ
た
目
標
を
設
定
し
、

ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ
プ
を
積
み
重
ね
、
達
成

が
自
信
と
な
っ
て
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
繋
げ

ら
れ
る
よ
う
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

毎
日
の
活
動
や
子
ど
も
た
ち
の
状
態
に

合
わ
せ
て
一
人
ひ
と
り
と
向
き
合
う
時
間

を
設
け
、
要
望
や
悩
み
、
障
害
特
性
等
を

理
解
し
た
支
援
が
行
え
る
よ
う
に
工
夫
し

て
い
ま
す
。

　

今
後
取
り
組
み
た
い
こ
と

子
ど
も
た
ち
の
個
々
の
特
徴
や
特
性
に

合
っ
た
個
別
指
導
を
よ
り
充
実
さ
せ
た

い
。
地
域
生
活
へ
ス
ム
ー
ズ
に
移
行
で
き

る
体
制
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
卒
園
後
の

住
ま
い
や
活
動
の
場
に
お
い
て
、
日
々
充

実
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
指
導
し
、

見
守
っ
て
い
き
た
い
。

■
保
育
所

　

特
に
評
価
の
高
い
点

子
ど
も
を
「
さ
ん
」
付
で
呼
ぶ
な
ど
、

人
権
に
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
男
女
の
性

差
に
も
配
慮
し
た
言
葉
づ
か
い
で
保
育
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
園

児
に
は
、
危
機
管
理
面
の
配
慮
と
併
せ
、

他
の
園
児
と
同
じ
気
持
ち
で
食
べ
ら
れ
る

よ
う
に
す
る
配
慮
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
の
老
人
施
設
と
の
交
流
や
、
手
づ

く
り
の
お
や
つ
を
持
参
し
た
年
長
児
の
老

人
家
庭
訪
問
な
ど
、
子
ど
も
と
地
域
と
の

交
流
を
広
げ
る
取
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

今
後
取
り
組
み
た
い
こ
と

　

人
材
育
成
評
価
シ
ス
テ
ム
を
現
場
の
内

容
に
即
し
た
も
の
に
し
て
、
リ
ー
ダ
ー
が

未
満
児
ク
ラ
ス
、
以
上
児
ク
ラ
ス
の
人
材

評
価
を
行
う
仕
組
み
を
作
っ
て
い
く
こ
と

で
、
保
育
の
質
の
向
上
が
図
ら
れ
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　

中
長
期
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
実
現
す
る
た

め
、
数
値
目
標
を
設
定
し
、
実
施
状
況
の

評
価
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

福祉サービス第三者評価
～平成30年度受審報告～

　良質で適切な福祉サービスの提供の一助とするため、本会では、社会的養護関係施設、保育所、障害
福祉施設、特別養護老人ホームを対象に福祉サービス第三者評価事業を実施しています。
　平成 30 年度に受審した施設の「特に評価の高い点」（抜粋）と、施設が第三者評価の結果を受けて
記載した「今後取り組みたいこと」を紹介します。

東
山
学
園

社
会
福
祉
法
人
　
花
輪
ふ
く
し
会

城
南
園

社
会
福
祉
法
人
　
秋
田
婦
人
ホ
ー
ム

■
障
害
者
支
援
施
設

　

特
に
評
価
の
高
い
点

職
員
の
不
適
切
な
対
応
か
ら
利
用
者
の

問
題
行
動
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
す
る
た

め
、
職
員
は
自
閉
症
に
特
化
し
た
研
修
会

に
参
加
し
、
高
い
専
門
性
を
活
か
し
て
、

時
間
、
場
所
、
行
動
内
容
な
ど
か
ら
「
予

測
す
る
」
支
援
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

毎
日
、
利
用
者
一
人
ひ
と
り
と
向
き
合

う
時
間
を
設
け
、
要
望
や
悩
み
、
そ
の
日

の
出
来
事
な
ど
を
話
し
合
い
、
日
常
の
生

活
支
援
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
取
り
組
み
た
い
こ
と

重
度
・
高
齢
化
へ
の
対
策
、
多
種
多
様

な
障
害
に
対
す
る
支
援
方
法
の
習
得
等
、

職
員
教
育
に
お
い
て
、
よ
り
専
門
性
を
高

め
る
た
め
の
研
修
へ
積
極
的
に
参
加
し
、

職
員
個
々
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
た

い
。
利
用
者
の
日
常
生
活
に
お
け
る
ニ
ー

ズ
を
把
握
し
、
よ
り
利
用
者
に
寄
り
添
っ

た
生
活
支
援
を
実
践
し
た
い
。
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■
障
害
児
入
所
施
設
・
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

　

特
に
評
価
の
高
い
点

秋
田
県
の
中
核
的
療
育
機
関
と
し
て
、

発
達
に
支
援
が
必
要
な
子
ど
も
た
ち
に
安

全
で
良
質
な
医
療
と
療
育
を
提
供
す
る
た

め
、
乳
幼
児
か
ら
学
齢
期
、
成
人
期
に
至

る
ま
で
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
適

切
な
支
援
を
行
う
こ
と
を
基
本
理
念
と
し

て
い
ま
す
。

基
本
方
針
の
見
直
し
を
行
い
、
子
ど
も

た
ち
の
人
権
・
人
格
を
十
分
に
尊
重
し
て

業
務
に
当
た
る
こ
と
を
追
加
し
、
理
念
の

実
現
に
向
け
た
取
組
み
の
充
実
を
図
っ
て

い
ま
す
。

　

今
後
取
り
組
み
た
い
こ
と

　

家
族
だ
け
で
は
な
く
利
用
者
の
意
向
を

く
み
取
る
努
力
を
し
な
が
ら
、
生
活
支

援
と
い
う
視
点
を
持
っ
て
利
用
者
に
対
応

し
、
安
心
し
て
利
用
で
き
る
施
設
運
営
を

し
て
い
く
。
児
童
福
祉
施
設
と
し
て
、
利

用
者
一
人
ひ
と
り
を
尊
重
し
た
支
援
が
で

き
る
よ
う
、
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
仕
組
み

を
検
討
し
、
今
ま
で
以
上
に
職
員
全
体
で

取
り
組
ん
で
い
く
。

　

料
金
の
改
定
に
つ
い
て

本
事
業
を
継
続
可
能
な
も
の
と
す
る
た

め
に
受
審
料
金
を
見
直
し
、
平
成
31
年
４

月
か
ら
料
金
を
改
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
料
金
等
の
詳
細
は
、
本
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

秋
田
県
立
医
療
療
育
セ
ン
タ
ー

地
方
独
立
行
政
法
人
秋
田
県
立
療
育
機
構

第
三
者
評
価

　
受
審
に
関
す
る
ご
案
内

※
本
会
会
員
の
場
合
は
、
Ａ
基
本
料
金
が

　

10
％
引
き
と
な
り
ま
す
！

A 基本料金 ２６０，０００円

B アンケート ＠３００円×定員数

C 消費税 （Ａ＋Ｂ）×税率

D 小計 Ａ＋Ｂ＋Ｃ

E 旅費実費 調査者の旅費の実費

F 請求額 Ｄ＋Ｅ

問
合
せ
先

　

総
務
企
画
部　

企
画
情
報
担
当

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
０
１
８
）８
６
４-

２
７
４
０

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
１
８
）８
６
４-

２
７
０
２ （100 円未満の端数は切捨て）
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少
子
・
高
齢
化
の
進
行
が
著
し
い
本
県

に
お
い
て
は
福
祉
人
材
の
確
保
が
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
福
祉
・
介

護
・
保
育
の
仕
事
へ
の
就
労
を
考
え
て
い

る
方
や
現
在
Ａ
タ
ー
ン
を
考
え
て
い
る
社

会
人
な
ど
、
福
祉
の
職
場
へ
の
就
労
を
希

望
す
る
方
に
対
す
る
就
労
支
援
と
福
祉
事

業
所
の
人
材
確
保
支
援
を
目
的
と
し
て
、

7
月
21
日
に
秋
田
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
を
会
場

に
「
ふ
く
し
の
し
ご
と
総
合
フ
ェ
アin

秋

田
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
求
職
者
55
名
（
一
般
35
名
、

学
生
20
名
）
の
参
加
が
あ
り
、
熱
心
に

事
業
所
の
話
に
耳
を
傾
け
て
い
る
姿
に
は

『
秋
田
で
働
き
た
い
』
と
い
う
熱
意
が
溢

れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
46
事
業
所
が
参
加
し
、
人
材
確

保
へ
向
け
、
の
ぼ
り
旗
を
掲
げ
る
な
ど
趣

向
を
凝
ら
し
た
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
参
加
者
の
関
心
を
集
め
る
工
夫
を

し
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
事
業
所
と
の
面
談
の
ほ
か
、

『
職
場
選
び
セ
ミ
ナ
ー
』
と
し
て
、
事
業

所
選
び
の
ポ
イ
ン
ト
や
面
談
を
行
う
際
の

注
意
点
に
関
す
る
講
話
を
行
い
ま
し
た
。

更
に
、
参
加
事
業
所
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
、
各
事
業
所
の

理
念
や
取
組
み
の
特
徴
、
職
員
の
生
の
声

を
聞
く
こ
と
の
で
き
る
機
会
を
設
け
、
事

業
所
の
良
さ
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
も
可

能
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
福
祉
分
野
の
求
人
情
報
や

関
連
情
報
等
に
つ
い
て
相
談
で
き
る
求
職

相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
秋
田
、
秋
田
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
、
介

護
労
働
安
定
セ
ン
タ
ー
、
秋
田
市
保
育

士
・
保
育
所
支
援
セ
ン
タ
ー
の
各
団
体
か

ら
協
力
い
た
だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で

の
相
談
に
対
応
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
あ
き
た
就
職
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
に
よ
る
『
適
性
診
断
・
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
コ
ー
ナ
ー
』
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
を
使

用
し
た
職
業
適
性
診
断
も
人
気
を
集
め
ま

し
た
。

　

終
了
時
刻
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
事
業
所
と
の

面
談
に
臨
む
参
加
者
も
あ
り
、
就
労
へ
向

け
た
意
気
込
み
と
、
事
業
所
の
熱
意
が
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者
に
な
る

２
０
２
５
年
を
前
に
福
祉
分
野
の
人
材

不
足
は
よ
り
深
刻
な
も
の
に
な
っ
て
い

ま
す
。
本
会
で
は
、
福
祉
の
仕
事
の
楽
し

さ
、
や
り
が
い
を
伝
え
る
た
め
、
引
き
続

き
介
護
人
材
の
確
保
に
つ
な
が
る
事
業
を

進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

問
合
せ
先

　

施
設
振
興
・
人
材
・
研
修
部

　

秋
田
県
福
祉
保
健
人
材
・

　

研
修
セ
ン
タ
ー
（
人
材
部
門
）

　

℡
（
０
１
８
）
８
６
４-

２
８
８
０

「
ふ
く
し
の
し
ご
と
総
合
フ
ェ
ア
in
秋
田
」

を
開
催
し
ま
し
た
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介
護
の
職
場
体
験
事
業
は
、
介
護
の
仕

事
に
関
心
の
あ
る
方
を
対
象
に
、
職
場
体

験
を
通
し
て
、
介
護
の
仕
事
が
地
域
を
支

え
る
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
で
あ
る
こ
と

の
理
解
を
深
め
、
職
業
の
選
択
肢
の
一
つ

と
な
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

介
護
の
施
設
に
興
味
は
あ
る
け
ど
、
ど

ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
の
？
介
護
サ
ー
ビ

ス
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
け
ど
、
ど
ん
な
違
い

が
あ
る
の
？
等
々
、
興
味
が
あ
れ
ば
誰
で

も
参
加
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
介
護
現
場
の
魅

力
を
発
見
し
ま
せ
ん
か
？

体
験
内
容

①
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
に
対
す
る
介

助
等
の
補
助

②
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
と
の
交
流

③
介
護
保
険
施
設
等
が
実
施
す
る
各
種

行
事
の
補
助

④
日
常
業
務
の
補
助

⑤
介
護
職
員
等
と
の
意
見
交
換  

な
ど

介
護
の
職
場
体
験

参
加
者
募
集
中
！

対
　
象

①
介
護
の
仕
事
に

関
心
が
あ
る

方（
資
格
・
経

験
の
有
無
は

問
い
ま
せ
ん
）

②
同
一
の
対
象

施
設
・
事
業
所
に
お
い
て
、
原
則
連
続

３
日
以
内
の
職
場
体
験
が
可
能
な
方

③
対
象
施
設
・
事
業
所
と
雇
用
関
係
が

な
い
方

実
施
期
間

　

令
和
２
年
３
月
末
ま
で
（
申
込
締
切

　

令
和
２
年
２
月
末
）

体
験
期
間
・
時
間

同
一
の
対
象
施
設
・
事
業
所
に
お
い
て
、

一
日
当
た
り
６
時
間
程
度
、
連
続
３
日
以

内
の
期
間
と
し
、
体
験
回
数
は
原
則
一
人

当
た
り
１
回
と
し
ま
す
。

申
込
方
法

申
込
書
を
秋
田
県
社
会
福
祉
協
議
会
へ

Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
に
よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
入
施
設
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

一
覧
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
施
設
・
事

業
所
で
あ
っ
て
も
、
受
入
れ
が
可
能
な
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
職
場
体
験
を
希
望

す
る
施
設
・
事
業
所
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

一
度
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
る
「
認
証
事
業
者
」
と

は
、
職
場
の
人
材
育
成
等

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
、
県
が
認
証
し
た

介
護
保
険
施
設
等
で
す
。

体
験
後
の
感
想
か
ら

◇
施
設
の
雰
囲
気
が
と
て
も
良
く
、
居
心

地
が
良
か
っ
た
。
介
護
の
現
場
の
一
部

を
体
験
し
て
、
大
変
さ
を
肌
で
感
じ
る

こ
と
が
で
き
た
。
（
高
校
２
年
女
子
）

◇
一
つ
一
つ
丁
寧
に
教
え
て
い
た
だ
い

て
、
と
て
も
分
か
り
や
す
か
っ
た
。
介

護
の
仕
事
は
大
変
だ
け
ど
、
利
用
者
さ

ん
か
ら
「
あ
り
が
と
う
」
と
言
わ
れ
、

や
り
が
い
を
感
じ
た
。（

高
校
２
年
女
子
）

◇
体
験
し
て
良
か
っ
た
。
将
来
は
秋
田
で

介
護
士
と
し
て
働
き
た
い
。

（
高
校
３
年
女
子
）

◇
介
護
の
仕
事
が
楽
し
か
っ
た
。
高
齢
者

さ
ん
と
の
お
話
し
や
お
手
伝
い
に
、
と

て
も
や
り
が
い
を
感
じ
た
。

（
中
学
１
年
女
子
）

◇
職
場
体
験
を
通
し
て
、
た
く
さ
ん
の
優

し
さ
が
分
か
っ
た
。
（
中
学
１
年
男
子
）

申
込
・
問
合
せ

施
設
振
興
・
人
材
・
研
修
部

Ｔ
Ｅ
Ｌ(

０
１
８)

８
６
４-

３
１
６
１

Ｆ
Ａ
Ｘ(

０
１
８)

８
６
４-

２
８
７
７

           

２
０
１
９
年
8
月
号　

令
和
元
年
８
月
30
日

　

発　

行
／
秋
田
県
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　

秋
田
県
秋
田
市
旭
北
栄
町
１
番
５
号

　
　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
０
１
８
）
８
６
４

－

２
７
１
１

　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
１
８
）
８
６
４

－

２
７
０
２
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